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1984 年に測定された。当時全国にわたった調査によって、1 人当たり年所得 200 人民元（以下
は「元」と省略）の貧困ラインを設定した④。その後、物価指数の変動にしたがって、中国農



















する。全省の面積は 14.8 万平方キロメートル、総人口は 4374.6 万人（2010 年 11 月 1 日の遼寧
省人口国勢調査による）。2010 年現在遼寧省の経済発展水準は表１に示されており、遼寧省の
経済は非常に強い成長を保ち、2009 年一人当たりの GDP は 35239 元、全国において 10 番目で
ある。経済成長率は全国の平均水準より 4％も高い。遼寧省は急速な経済発展を遂げているな
か、労働者の経済収入もアップしている。2009 年の給与は 2001 年の 3 倍余りになった（表 2）。 
 
表１ 2010 年遼寧省の主な経済指標 
項 目 データ 
GDP 総額（億元） 18278.3 
GDP 成長率（％） 14.1 






表 2 2009 年遼寧省労働者平均月間給与 
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改革開放以来、遼寧省は経済社会開発に伴って、農村貧困開発で大きな成果をあげている。
農村貧困を緩和、削減するため、遼寧省委員会、省政府は大量の人員、物品および資金を投入
してきた。統計データによれば、2007 年までに、遼寧省の 190 万人の農村貧困人口の衣食が得
られるようになり、3 年繰り上げて「中国農村扶貧開発綱要（2001～2010 年）」に定められた目
標を達した。それと共に、貧困地域の総合実力を増強され、2007 年に 15 の省レベル扶貧重点
県（市）の地域 GDP と地方財政一般予算収入は 2002 年より、それぞれ、144%と 192％を向上
した⑤。 
中国の都市化は急速に進み、現在は高度都市化段階に入っている。中国国家統計局が実施し
た全国人口変動状況サンプル推算結果によれば、1996 年から 2003 年まで、中国の都市化の進
行は速い速度を保っている。都市人口占める総人口の割合は 29.4%（1995 年）から 40.53%（2003
年）まで増加し、8 年間で 11.13％を増加した。2004 年から、全国の都市化速度が穏やかに減速
する中、遼寧省の都市人口が占める対総人口の割合はさらに増えている。2010 年遼寧省の都市
人口は 2616.8 万人、農村人口は 1657.8 万人、都市人口対総人口の比率は 2000 年より 7.2％上昇
し、都市化率は全国の 49.68%に比べて 12.42％も高い⑥。遼寧省の都市化が急速に進んでいる中、




表 3 遼寧省管轄する 14 市の GDP および生活保護者数（2008 年） 
名 称 GDP（億元） 都市生活保護者 農村生活保護者 
瀋陽市 3860.5 150784 103532 
大連市 3858.2 94751 57681 
鞍山市 1607.9 103158 54321 
撫順市 662.4 157596 34272 
本渓市 610.9 99798 20029 
丹東市 563.9 61865 43352 
錦州市 690.4 79019 83127 
営口市 703.6 81478 62058 
阜新市 233.9 168226 61206 
遼陽市 566.6 51094 41772 
盤錦市 675 24443 19583 
鉄嶺市 536.3 75365 88746 
朝陽市 446.6 151872 131883 
葫芦島市 457.8 74799 96336 
全省 13461.6 1374248 897898 
出所：遼寧省統計局編『遼寧省統計年鑑』中国統計出版社、2009 年。 













査を実施し、調査結果によれば、2006 年 10％低収入世帯の年間可処分収入は 3392 元、支出は
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正常的な生活を維持するために必要最低限なカロリー摂取量）を確定した。中国の住民が正常な生活を維
持するために必要な最低熱量摂取量は 1 日 2,000 カロリーである。農村部の住民が主として体力的な労働を
するため、農村住民の最低熱量摂取量は 2,100 カロリーに確定された。これを基準として、1984 年の農村
住民生活調査資料によって、タバコ、酒と菓子などの贅沢なものを除いて、食糧、野菜、動物油、植物油、
豚肉、牛羊肉、牛羊乳、家畜、卵類、魚介類、砂糖、果物などの 12 種類の必要な食品を選定し、それぞれ
の消費量を確定した。この 12 種類の食品についてのサンプル調査を通じて得られた市場価格で、1984 年の
中国農村住民の基本的食品支出の最低限を計算すると、年 119.7 元となった。さらに、エンゲル係数 0.6 以
上を貧困と見なし、119.7 元を 0.6 で割ると、199.5 元になった。これが 1984 年に公表された中国の最初の
貧困ライン（年所得 200 元）の根拠である（童星・林闽钢「我が国農村貧困基準ライン研究」『中国社会科
学』第 3 期、中国社会科学院编辑部、1994 年）。 
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